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30日(水)は館内整理日のため
休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

15日 (　　　　　　  )

17日 (午後3時30分～)月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会

11月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎

11月22日（火）うさぎのおやこ
11月 8日（火）ブラウンベア（えいご）

11月12日（土）
11月26日（土）

パパのえほんタイム
エトワールの会

申込み・問い合わせ／生涯学習館

日時：11月26日（土） 午後2時～
場所：生涯学習館　学習室１
課題：「門」夏目漱石/著

　　　

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第59回読書会第59回読書会第59回読書会

河口 4時15分～
大石 4時45分～

新規参加者大募集！！

●0・1・2・3歳対象〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象
〈午後1時30分～〉

手遊びしましょ手遊びしましょ手遊びしましょ
お母さん、お父さんが手遊びを通して小さなお子さんと
触れ合う時間を楽しむ講座を実施します。（全6回）

場所：富士河口湖町中央公民館和室　　
対象：0～3歳児と保護者

講師：近藤  幸恵氏
日時：11月 2日㈬ 終了
　　 11月 9日㈬
　　 11月16日㈬

講師：斉藤  順子氏
日時：11月29日㈫
　　 12月  7日㈬
　　 12月14日㈬

午前10時30分～午後12時

第１９回小さな秋の朗読会第１９回小さな秋の朗読会第１９回小さな秋の朗読会
読書の秋。素敵なひとときで心をリラックスしてみませんか？
ぜひお誘い合わせて来てください。

日時：11月20日(日)　午後2時～
場所：生涯学習館　学習室１
内容：「セロひきのゴーシュ」宮澤賢治/著　読み手：中村栄子さん　　 
　　 「春いくたび」山本周五郎/著　読み手：小佐野みどりさん

　ペットボトル、水筒など、フタのできる清涼飲料水
の館内持ち込みを施行期間の延長いたします。
※ただし水滴による施設や資料の汚損防止とゴミの持ち
　帰りについては各自で充分ご配慮頂くようにお願い申
　し上げます。
　施行期間中の皆様のマナーの状況により今後、清涼飲
　料水の持ち込みの可否を判断させていただきます。
　利用者の皆様がマナーを守り快適に利用していただ
　きますよう、ご協力お願いします！！

フタ付清涼飲料水の
持ち込み可能

試行期間の延長

フタ付清涼飲料水の
持ち込み可能

試行期間の延長

11月5日(土)～11/29(火)
午後3時～4時

図書館・絵画・音楽のコラボレーション

特別企画

『平安への祈り』『平安への祈り』『平安への祈り』『平安への祈り』
　東日本大震災で自然の驚異を感じ、社会の一員と
して何かできることはないかと絵で表現した富士河
口湖町出身で画家の井出廣和氏の作品を展示しま
す。期間中、ショパンの「夜想曲」とともに鑑賞して
いただく予定です。

　長年、福音館書店の編集責任者として子どもの本
の編集にたずさわってきた児童文学作家の斎藤惇
夫氏を講師にお話ししていただきます。

音楽の時間
展 示 期 間

日　時：平成23年12月10日（土）　午後2時
場　所：富士河口湖町中央公民館　視聴覚室
参加費：無料
お申込み：電話もしくは富士河口湖町生涯学習館
　　　　  カウンターへお願いします。グループ等
　　　　  で参加される場合は代表者のお名前と
　　　　  参加人数をお伝えください。

演題「現在（いま）、子どもたちが求めているもの」

斎藤惇夫氏講演会斎藤惇夫氏講演会斎藤惇夫氏講演会
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈わが町の戦後史〉
～シベリアでの体験～

〈わが町の戦後史〉
～シベリアでの体験～

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日

入
隊
す
る
事
と
な
り
、
友
人
七
人
と
共
に
入
営
の
壮

行
会
を
行
っ
た
。
河
口
浅
間
神
社
の
森
で
、
七
人
の

代
表
に
選
ば
れ
、
俺
は
決
意
の
挨
拶
を
し
た
。
上
手

に
話
し
た
と
、
岩
治
さ
ん
と
政
雄
さ
ん
が
賞
め
て
く

れ
て
、「
お
前
は
運
が
い
い
ん
だ
　
軍
隊
は
う
ん
隊
と

い
っ
て
な
、
運
が
い
い
者
は
運
よ
く
行
き
。
生
き
ら
れ

る
ん
だ
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
言
葉
は
後
々
ま
で

頭
に
残
っ
た
。

　
入
営
す
る
と
直
ぐ
、
甲
府
の
県
庁
か
ら
、
宮
城
の

護
衛
隊
に
配
属
さ
れ
、
間
も
な
く
北
支
に
配
属
と
な

っ
た
。
北
支
で
、
炊
事
、
無
線
、
衛
生
、
暗
号
の
四

分
隊
に
分
け
ら
れ
、
自
分
は
、
暗
号
の
分
隊
に
入
っ

た
。
そ
こ
は
大
学
出
の
者
ば
か
り
で
、
俺
は
高
等
科

三
年
し
か
出
て
な
い
の
で
、
三
ヶ
月
間
の
教
育
期
間

の
時
、
た
だ
必
死
に
な
っ
て
覚
え
た
。
暗
号
の
試
験

の
時
、
記
号
を
二
百
二
十
五
書
い
た
の
で
そ
の
際
運

よ
く
成
績
は
一
番
だ
っ
た
。
申
告
の
役
は
大
役
で
大

学
出
の
者
が
し
た
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
俺
一
人
で
受

持
ち
、
上
官
か
ら
賞
め
ら
れ
た
。

　
そ
の
後
、
済
州
島
へ
配
属
さ
れ
た
が
、
北
朝
鮮
の

平
城
で
終
戦
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
は
、
ひ
ど
い
混
乱
の
中
で
、
軍
艦
に
乗
せ

ら
れ
、
何
か
分
ら
ぬ
ま
ま
、
運
ば
れ
た
の
が
、
ウ
ラ

ヂ
オ
ス
ト
ッ
ク
だ
っ
た
。
寒
さ
と
餓
え
と
疲
れ
で
口

を
き
く
者
も
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
そ
の
荒
野
一
面

に
黄
色
の
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
が
咲
い
て
い
た
。
俺
は

〝
あ
れ
！
き
れ
い
！
〞
と
叫
ん
だ
。
皆
が
振
り
向
い

て
俺
を
見
た
。
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
は
三
ツ
峠
に
咲
い
て

い
る
花
で
、
俺
は
無
性
に
懐
し
か
っ
た
。

　
荒
地
を
三
日
間
歩
き
通
し
て
、
ス
ー
チ
ャ
ン
に
着

い
た
。が
、
翌
朝
休
む
間
も
な
く
炭
坑
に
連
行
さ
れ
、
作

業
に
入
っ
た
。
ロ
シ
ア
人
が
大
声
で
わ
め
き
指
揮
す

る
が
言
葉
が
解
ら
な
い
。
何
を
言
っ
て
も
解
ら
な
い
。
そ

の
時
、
隊
長
は
「
俺
は
死
ん
で
も
ロ
シ
ア
語
は
覚
え

な
い
」
と
言
っ
た
。
今
、
上
も
下
も
無
い
捕
虜
と
な

っ
た
身
で
、
ロ
シ
ア
の
手
下
に
な
っ
て
、
命
令
を
下

す
事
な
ん
か
出
来
る
か
！
と
憤
る
隊
長
の
気
持
ち
が

痛
い
程
分
っ
た
。
が
自
分
は
助
手
を
し
て
い
た
為
同

僚
達
が
、
重
労
働
で
「
も
う
休
ま
せ
て
く
れ
！
」
と

言
う
言
葉
を
伝
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
、
何

か
口
兵
が
言
う
度
に
、
紙
切
れ
に
そ
の
言
葉
を
カ
ナ

で
書
き
と
っ
て
後
、
通
訳
の
人
の
所
に
行
き
、
教
わ

っ
て
覚
え
た
。

　
馬
鈴
薯
掘
り
を
し
た
時
、
広
野
で
横
一
列
に
並
び

一
勢
に
作
業
を
す
る
。
俺
は
田
舎
出
で
薯
掘
り
は
得

意
と
し
て
為
し
終
え
た
の
が
一
番
早
か
っ
た
。
す
る

と
、ロ
シ
ア
兵
が
「
ハ
ラ
シ
ョ
ウ
、ハ
ラ
シ
ョ
ー
（
良
い
良

い
の
意
）
」
と
言
い
寄
っ
て
来
て「
イ
ヂ
！
イ
ヂ
！
（
来

い
来
い
）
と
手
を
引
張
ら
れ
て
連
れ
出
さ
れ
た
。
行
っ

た
先
が
医
務
室
で
背
を
押
さ
れ
て
俺
は
内
に
入
っ
た
。

（
そ
れ
は
特
別
待
遇
さ
れ
た
の
だ
っ
た
）
医
務
室
の
中
に

ロ
シ
ア
の
女
が
三
人
い
て
、バ
ン
キ（
ガ
ラ
ス
の
吸
込
器
）

で
治
療
を
し
て
い
た
。
が
医
者
が
便
所
に
立
っ
た
ま

ま
な
か
な
か
戻
ら
ず
時
間
が
過
ぎ
、
女
た
ち
は
わ
め

き
始
め
た
。
大
声
を
出
し
て
困
っ
て
い
る
。
そ
の
時

俺
は
バ
ン
キ
の
器
具
を
は
ず
し
て
や
っ
た
。
（
郷
里

の
祖
父
が
扱
っ
て
い
た
の
で
、
見
て
知
っ
て
い
た
）

女
達
は
す
ご
く
喜
ん
で
、
そ
の
後
お
礼
に
と
言
っ
て
、

パ
ン
や
砂
糖
、
バ
タ
ー
等
を
届
け
て
く
れ
た
。
そ
れ

を
俺
は
医
務
室
の
人
と
分
け
合
っ
て
い
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
の
厳
冬
の
中
、
森
林
伐
採
を
し
、
飢
餓

に
苦
し
み
人
は
次
々
と
倒
れ
死
ん
だ
。
生
き
残
っ
た

者
は
生
き
る
た
め
、
そ
の
衣
類
を
は
が
し
死
人
は
裸

に
さ
れ
て
い
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
か
ら
俺
が
帰
国
し
た
時
、
一
通
の
手
紙

が
届
い
て
い
た
。
土
井
さ
ん
か
ら
だ
っ
た
。
彼
は
同

じ
医
務
室
で
、
薬
剤
師
だ
っ
た
。
四
国
の
人
で
、
俺

よ
り
一
年
早
く
帰
国
し
て
い
た
。
そ
の
手
紙
に
あ
の

時
、
医
務
室
で
パ
ン
や
砂
糖
な
ど
貰
っ
た
お
礼
が
書

か
れ
て
い
た
。
俺
は
す
ぐ
四
国
へ
手
紙
を
出
し
た
が
、

そ
の
手
紙
は
戻
っ
て
き
て
、
尋
ね
て
も
分
ら
ず
そ
の

儘
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
河
口
の
天
下
茶
屋
に
井
伏
鱒
二
先
生
が
居
た
頃
の

話
だ
が
、
小
説
を
書
い
て
船
津
郵
便
局
に
届
け
る
時

我
が
家
へ
立
寄
っ
た
。
先
生
は
カ
ミ
ソ
リ
を
置
き
忘

れ
た
の
で
俺
は
後
を
追
っ
た
。
す
る
と
先
生
が
「
君

に
あ
げ
る
よ
」
と
言
っ
た
。
俺
は
そ
れ
を
お
守
り
の

よ
う
に
大
切
に
身
に
つ
け
て
い
た
。
ロ
シ
ア
兵
に
何

も
か
も
取
ら
れ
た
が
、
不
思
議
に
そ
れ
だ
け
が
残
っ

た
。
俺
は
そ
の
剃
刀
で
時
折
顔
を
剃
っ
て
い
た
。
ロ

シ
ア
人
が
俺
の
こ
と
を
（
ハ
ラ
シ
ョ
ー
）
と
言
っ
て

賞
め
た
。

　
軍
隊
は
う
ん
た
い
だ
と
言
っ
た
こ
と
が
、
記
憶
に

あ
っ
た
が
、
運
と
は
神
の
為
す
る
と
こ
ろ
。
自
分
が

何
を
操
作
す
る
も
の
で
も
無
く
、
他
人
が
ど
う
思
う

と
も
、
言
訳
を
す
る
必
要
も
な
い
。
或
は
遠
い
先
祖

の
遺
徳
、
偉
業
に
よ
る
恩
恵
だ
と
思
っ
て
い
る
。

運
に
み
ち
び
か
れ
て

中
村
　
欽
蔵

河
　
口
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

富
士
五
湖
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
、
河
口
湖
畔
（
勝
山
）

の
由
緒
あ
る
木
造
洋
風
館
・
開
業
当
初
の
富
士
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
。
建
て
て
か
ら
半
世
紀
弱
、
建
物
の
老
朽
化

が
激
し
く
、

近
代
的
な
ホ

テ
ル
に
建
て

替
え
る
計
画

を
進
め
ら
れ

た
当
時
、こ
れ

を
知
っ
た
地

元
で
は
、「
郷

土
の
宝
を
守

れ
」
と
保
存

運
動
が
展
開

さ
れ
た
。
こ
れ

に
は
、
富
士

ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
の
建
物
の

建
設
に
至
る
ま
で
、
貧
乏
な
村
が
昭
和
の
初
め
に
外

貨
を
獲
得
し
て
村
民
の
暮
ら
し
を
よ
く
し
よ
う
と

農
地
を
提
供
す
る
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
、

地
元
に
は
、
建
設
の
た
め
に
苦
労
し
た
人
達
が
多

く
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

ホ
テ
ル
の
誘
致
に
あ
た
り
、
最

初
に
着
手
し
た
の
が
湖
畔
道
路
の

建
設
で
あ
る
。
旧
勝
山
村
内
二
キ

ロ
を
、
一
日
六
十
銭
の
日
当
で
村

内
の
全
戸
か
ら
出
て
も
ら
っ
て
完

成
さ
せ
た
。
当
時
、
毎
日
夜
十
時

ご
ろ
ま
で
か
け
て
、
日
当
支
払
い

な
ど
仕
事
が
続
い
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
、
予
算
よ
り
も

三
千
円
余
も
費
用
を
要
し
、
結
局

村
民
は
潤
っ
た
が
、
村
当
局
は
赤

字
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
農
協
も

農
地
を
担
保
に
し
、
貸
金
が
コ
ゲ

付
き
、
数
万
円
の
赤
字
で
倒
産
寸

前
に
陥
っ
た
。

そ
こ
で
何
と

か
村
の
財
政

を
立
て
直
す
こ

と
と
、
農
協
を

つ
ぶ
し
て
は
い

け
な
い
と
の
一

心
で
、
村
の

長
老
会
で
ホ

テ
ル
誘
致
を

訴
え
続
け
、

一
週
間
後
に

認
め
ら
れ
た
。

　

ホ
テ
ル
は
、

初
め
は
村
営

で
建
て
る
予
定
だ
っ
た
。
鉄
道
省
国
際
観
光
局
に

二
十
三
万
円
の
起
債
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
年
間

予
算
一
万
二
千
円
の
村
に
は
貸
せ
な
い
と
断
ら
れ

た
。
結
局
、
県
と
箱
根
の
富
士
屋
ホ
テ
ル
経
営
者

の
山
口
正
造
社
長
に
陳
情
を
続
け
、
県
が
ホ
テ
ル

を
建
て
、
富
士
屋
ホ
テ
ル
が
経
営
に
あ
た
る
こ
と
に

な
り
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
着
工
し
た
。
敷

地
は
、
農
協
が
担
保
と
し
て
所
有
し
て
い
た
村
内

の
一
等
地
の
畑
な
ど
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
建
築

家
・
久
米
権
久
郎
の
設
計
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
富
士
吉
田
市
諏
訪

の
森
の
ア
カ
マ
ツ
美
林
で
育
っ
た
、

樹
齢
二
百
年
余
の
ア
カ
マ
ツ
の
丸

太
を
柱
に
、洋
風
木
造
三
階
建
（
一

部
四
階
建
）
、
天
井
は
ヒ
ノ
キ
皮

で
、
壁
も
特
産
の
ス
ズ
竹
を
割
っ
て

編
ん
だ
も
の
を
組
み
合
わ
せ
、
ク
ギ

一
本
使
っ
て
い
な
い
大
自
然
の
芸

術
的
な
建
築
が
仕
上
が
っ
た
。
ホ

テ
ル
は
、昭
和
十
一
年
（
一
九
三

六
）
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
工
費

は
当
時
で
二
十
五
万
円
だ
っ
た
。

　

そ
れ
な
り
の
村
民
の
苦
し
み
と

喜
び
が
あ
っ
た
。あ
の
ホ
テ
ル
は
、
運

営
が
軌
道
に
乗
っ
た
ら
村
営
に
移
行
す
る
話

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
終
戦
で
米
軍
に
接
収
さ

れ
、
県
営
か
ら
そ
の
う
ち
富
士
屋
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

の
経
営
と
な
り
、
実
権
は
社
主
・
小
佐
野
賢
治
氏

の
国
際
興
業
が
握
っ
て
い
る
。
当
時
、
勝
山
出
身

の
副
社
長
・
小
佐
野
寿
作
氏
は
経
営
者
で
も
あ
っ

た
。

　

格
調
高
い
ホ
テ
ル
に
は
、
吉
田
茂
元
首
相
や
谷

崎
潤
一
郎
も
し
ば
し
ば
訪
れ
た
。
今
も
外
国
人
客

で
賑
わ
っ
て
い
る
が
、
取
り
壊
し
か
、
保
存
か
の

岐
路
に
立
つ
当
時
の
国
際
興
業
の
小
佐
野
政
邦
社

長
は
、「
い
く
ら
格
調
が
あ
る
建
物
と
い
っ
て
も
、
現
行

消
防
法
の
基
準
に
合
わ
な
い
し
、
近
代
的
建
築
に

改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
経
営
が
成
り
立
た
な

い
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
現
在
の
富
士
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
に
改
築
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
あ
の
樹
齢
二
百
五
十
年
の
北
麓
の
樹

木
を
使
い
、
ス
ズ
竹
で
天
井
を
編
ん
だ
当
初
の
富

士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
の
建
物
は
、
文
化
財
と
し
て
保

存
に
値
す
る
建
物
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
っ
た
。

　

米
軍
接
収
前
は
、
富
士
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
が
ド
イ

ツ
大
使
館
と
な
り
、
私
の
家
に
は
ド
イ
ツ
大
使
・

ス
ピ
ン
ド
ラ
氏
が
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
、

三
、
四
家
に
住
ん
で
勤
務
し
て
い
た
。
そ
の
後
は

斉
藤
支
配
人
、
職
員
が
通
勤
し
て
い
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

  

（
文
化
財
審
議
会
委
員　

小
林
博
文
）

歴
史
あ
る
ホ
テ
ル
に
つ
い
て

富士ビューホテルは、富士山麓開発の拠点として昭和11年
（1936）にオープン。（計画時は村営ホテル）

昭和44年（1969）、国体冬季大会スケート競技開催時、
当時の皇太子（現在の天皇）をお迎えした。

現在の富士ビューホテル。（湖に続く3万坪の大庭園ホテル）

富士ビューホテル展望台から見た富士山。
（昭和24年（1949））



ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

第１４回ホタル・オオムラサキ賞　　町長賞に三浦一哲くん

河口湖アレチウリ調査　昨年の５分の１以下になりました

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○ＮＨＫワールドの富士山特集が10月4日に放映され、船津胎内と周辺の溶岩樹型を紹介しました。数ヶ月後に、ＮＨＫ
　 ＢＳプレミアムで日本語字幕付きで放映される予定です。

　今年で14回目を迎えたホタル・オオムラサキ賞も、地元の小中学校8校から56点の応募をいただき、選考に苦労しました
が、次の通り入賞者を決定しました。
　＜入賞＞　町長賞　　小立小４年　三浦一哲　　　議長賞　 湖南中２年　金次美樹
　　　　　　教育長賞　小立小５年　白川　桜      　  室長賞　 小立小４年　三浦　 岳
　　　　　　ホタル賞　湖南中１年　森　桜士　　　
　　　　　　オオムラサキ賞　勝山中３年　根本里咲・勝山中３年　流石麻莉奈
　町長賞の三浦くんの自由研究は、自宅の庭でみつけたカタツムリを約2ヶ月間飼育しながら行
動を観察し、つま楊枝の上を2頭が落ちずに移動できる様子などカタツムリの特徴を調べたり、
好きな食べ物も調べた力作です（右図は表紙）。議長賞の金次さんの作品は、様々な水生生物の
様子を生き生きと見事な顕微鏡写真に撮ったもので、特にミジンコが産卵しているシーンは秀
逸です。教育長賞の白川さんのポスターは、自然共生というタイトルで、森にすむリス、草原で草
を食べるシカ、水辺で魚を狙う鳥をバランス良く配置し、里山の大切さを見事に訴えています。
室長賞の三浦くんの自由研究は、自宅の同じ窓から見える月を1週間連続で観察したもので、単
純に見える発想の中に自然科学の原点である「気付き」がみられ、今後の成長が楽しみな作品です。
　ホタル賞の森くんの作品は、自宅の庭でみつけたカマキリの脱皮中と,その前後の様子を見事にとらえた素晴らしい組写
真です。オオムラサキ賞の根本さんと流石さんのポスターは、「守る」というタイトルで幻想的な少女とチョウなどを描いたも
のと、「生命」というタイトルで花畑の上で羽化するオオムラサキを描いたもので、どちらも自然の大切さを芸術的に上手に
表しています。
　他にも、絵は素晴らしいのだけれどタイトルがないポスターや、もう一工夫あればと思われる写真や自由研究など、入賞
に届かなかったけれど努力が認められ今後が期待される作品が多数あり、これら24作品は優秀賞とさせていただきました。

　昨年は10月12日に河口湖を一周してアレチウリの分布状況を調べ、絶滅危惧植
物への影響の可能性も含めて広報でお知らせしました。この時は河口の3ヶ所と大
石の1ヶ所で確認されましたので、河口の絶滅危惧植物群落に最も近い所の3株は
袋に入れて撤収し、大石公園付近の10株は自然生活館に防除を依頼しました。しか
し、10ｍ×30ｍ程の河口の大群落（右の写真）は防除できず、そのままで様子をみる
ことにしました。
　今年もアレチウリの実が熟す前の10月中旬の晴天の日を選び、14日に調査を行
いました。その結果、昨年防除した河口の絶滅危惧植物群落に最も近い所は小さな

株が１株だけになっており、そこから東に
50ｍ程の所にあった小さな３株と一緒に防除しました。昨年は手を付けられなか
った大群落も、湖畔の方は全くなくなり、土手の方も5分の1程になっていて、アレチ
ウリは水分が多すぎても生育できないこともわかりましたので、全体を湖畔側に丸
めて降ろしました（作業前と作業後の写真を参照下さい）。
　今年は、2回の台風も含めて河口湖の水量は平均して多かったようで、土手下ま
での植物の大部分は枯れていて、昨年防除を依頼した大石公園付近にはアレチウ
リは全く確認されず、全体的に少なくなり一安心しました。また、今回の調査で10月
中旬頃の防除が最も効果的ということもわかりましたので、来年も同じ時期に調査
と防除を行うことで、さらに好転すると期待されます。
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富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
〔
訓
練
生
募
集
〕

ワ
ン
ダ
フ
ル
・
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
ズ
　

　
　
　
　
　
　
　
親
子
劇
場
「
西
遊
記
」

ふ
じ
山
麓
児
童
合
唱
団

　 

楽
し
い
う
た
の
コ
ン
サ
ー
ト
　
V
O
L
・
7

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

　
　
〜
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
〜

■
日
　
時
　
12
月
４
日(

日)

　
午
後
２
時
　
開
演

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
担
当
：
三
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
８
０-

５
５
３
８-

０
８
１
８

　
大
好
評
に
つ
き
今
年
も
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ワ

ン
ダ
フ
ル
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
ズ
待
望
の
新
作
は
名
作
「
西

遊
記
」
。
三
蔵
法
師
と
共
に
旅
を
続
け
る
孫
悟
空
た
ち
。

彼
ら
の
前
に
立
ち
は
だ
か
る
妖
怪
た
ち
。
一
行
は
無
事

に
天
竺
に
辿
り
着
け
る
の
か
？
お
子
様
か
ら
大
人
の
方

ま
で
楽
し
め
る
親
子
劇
場
で
す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
心

よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
19
日
（
土
）
（
２
回
公
演
）

　
　
　
　
　
昼
の
部
　
午
後
２
時
30
分
開
演

　
　
　
　
　
夜
の
部
　
午
後
７
時
30
分
開
演
　

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

●
問
合
先
　
担
当
：
タ
ケ
ベ 

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
９
０-

９
６
９
８-

７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
ワ
ー
ド
基
礎
（
第
２
回
）
＝

■
日
　
時
　
平
成
24
年
１
月
30
日
〜
　

　
　
　
　
　
計
６
日
間
　
午
後
６
時
〜
９
時

　
　
　
　
　
受
講
料
２
１
０
０
円
　
テ
キ
ス
ト
代
別
途

■
定
　
員
　
20
名
　
■
受
付
　
11
月
30
日
か
ら

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

＝
雪
吊
り
と
庭
木
の
冬
囲
い
教
室
＝

■
日
　
時
　
11
月
26
日
（
土
）
・
27
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
20
名

＝
配
管
教
室
（
水
道
管
の
修
理
方
法
）
＝

　
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
、
蛇
口
パ
ッ
キ
ン
取
替
等

■
日
　
時
　
12
月
３
日
（
土
）
・
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
10
名

＝
ふ
す
ま
・
障
子
の
貼
り
替
え
教
室
＝

■
日
　
時
　
12
月
８
日
（
木
）
・
９
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
10
名

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
２
２-

５
２
１
４

【
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
料
】

■
資
格
取
得
目
標
　
簿
記
検
定
、
表
計
算
検
定
、
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ベ
ー
ス
検
定
、
秘
書
検
定
等

【
電
気
シ
ス
テ
ム
科
】
　

■
修
了
時
取
得
資
格
　
第
２
種
電
気
工
事
士

■
資
格
取
得
目
標
　
第
１
種
電
気
工
事
士
、
２
級
ボ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　 

ラ
ー
技
士
等

■
訓
練
期
間
　
平
成
24
年
４
月
〜
25
年
３
月

■
応
募
資
格
　高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の（
平
成
24
年

　
　３
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）で
、
概
ね
35
歳
以
下

■
入
学
金
授
業
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
間
　
11
月
11
日
ま
で

●
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問

　
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１

　
　
　
FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

　
県
立
吉
田
高
校
と
県
立
富
士
北
稜
高
校
の
生
徒
が
授

業
の
中
で
制
作
し
た
「
字
画
像
」
作
品
約
50
点
を
展
示

い
た
し
ま
す
。

■
日
　
程
　
12
月
４
日
ま
で

■
場
　
所
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

■
対
　
象
　
ど
な
た
で
も 

　
■
参
加
費
　
無
料 

■
内
　
容
「
字
画
像
」
と
は
書
道
と
写
真
を
組
み
合
わ

　
せ
た
平
面
作
品
で
、
書
道
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
す
。

●
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

０
２
５
９

　
長
年
ご
使
用
の
電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・
電

機
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
暖
房
で
、
経
年
劣
化
が
原
因
の

火
災
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
日
頃
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

お
宅
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
電
気
毛
布
に
ヒ
ー
タ
ー
線
に「
重
な
り
、ル
ー
プ
状
、
使

　
用
上
に
よ
る
折
ぐ
せ
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
電
気
毛
布
を
光
に
透
か
し
て
み
る
な
ど
し
て
確
認
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
毛
布
の
表
面
が
熱
に
よ
り
部
分
的
に
変
色
し
て
い
る

　
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
の
中
央
部
が
極
度
に
へ
こ
ん
だ
り
、
片

　
側
に
引
っ
張
ら
れ
た
り
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ

　
ん
か
？
柔
軟
性
の
あ
る
座
布
団
や
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど

　
の
上
に
置
い
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ヒ
ー
タ

　
ー
線
の
位
置
ず
れ
が
発
生
し
ま
す
。

　
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
の
表
面
が
熱
に
よ
り
部
分
的
に
変

　
色
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

〜
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
〜

吉
田
高
校
と
富
士
北
稜
高
校
コ
ラ
ボ 

字
画
像
展

日
本
電
機
工
業
会
か
ら

〜
愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を
〜
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ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
講
習
会

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー

　
ラ
ー
が
熱
か
っ
た
り
、
臭
い
が
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
特
に
電
源
コ
ー
ド
の
根
元
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
及
び

　
そ
の
付
け
根
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
使
用
を
中
止
し
て

　
く
だ
さ
い
。
発
煙
、
発
火
、
こ
げ
の
原
因
に
な
る
恐

　
れ
が
あ
り
、
こ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
く
の
は
大
変

　
危
険
で
す
。
電
源
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源

　
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、
販
売
店
又
は
メ
ー
カ
ー
に
お
問

　
合
せ
の
上
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
本
電
機
工
業
会
　h

ttp
://w
w
w
.jem
a-n
et.o
r.jp
/

■
日
　
時
　
11
月
26
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜

■
場
　
所
　
ハ
ー
ブ
館
２
階
工
房

■
参
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《特別講演会》
 『グローバル化する世界：環境変化と資産運用』

野村ホールディングス　
コーポレート・シティズンシップ推進室
シニア・コミュニケーション・オフィサー

講　師：池上　浩一

問合せ：野村證券（株）甲府支店　  

　　　　TEL０５５－２３７－８１７８

駐車場：ホテルの駐車場をご利用ください（無料）

★セミナー参加のご希望の方は事前にお電話か窓口にてお申し込みください！ 
　野村證券ホームページでもお申し込みいただけます。
　本案内に記載のセミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行う場合
　があります。

区 分

中学卒業後の
進学コース

自衛隊の
学資金
貸与制度

高等工科学校
（推薦）

高等工科学校
（一般）

貸費学生

中学校卒業
（見込み含）
１７才未満の

男子で中学校長等が
推薦する者

平成23年
１１月1日（火）

～
平成23年

12月16日（金）

平成23年
１１月1日（火）

～
平成24年
１月6日（金）

平成23年
12月1日（木）

～
平成24年

１月13日（金）

平成24年
１月7日（土）～
9日（月）までの
間で指定する1日

1次試験
平成24年

１月14日（土）

2次試験
　平成24年

1月28日（土）～
31日（火）までの間
で指定する1日

　平成24年
　2月4日（土）

 中学校卒業
（見込み含）
１７才未満の
男子

現在大学で
理学・工学を専攻し、
来春３・４年次及び
大学院の学生で、
２６歳未満（大学院生
は、２８歳未満）の男・女

募 集 種 目 資　　格 受付期間 試験期日 待 遇 ・ そ の 他

・全寮制で、規則正しい団体生活を通

　じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等の教育を

　受講

・将来のためのテクノロジー教育を重視

・３学年修了時に高校卒業資格が得　

　られ、防衛大学校の受験も可能

・入学から約４年後３等陸曹に昇任し、

　定年まで勤務が可能

・選抜試験に合格すれば幹部に昇任

　も可能

・合格発表後、24年4月から正規の修業

　年限が終わる月まで毎月54,000円を

　貸与

・夏休みを利用して将来勤務する研究

　開発機関や部隊を研修

・大学卒業後は、陸・海・空幹部候補

　生として採用され、幹部自衛官として

　必要な教育を受講

・自衛官として一定年限以上勤務する

　と、学資金の返還を免除

平成２3年度　自衛官等募集案内

自衛隊山梨 検索

○自衛隊山梨地方協力本部　募集課

　　甲府市北新１-７-９　　　　TEL０５５-２５３-１５９１（代）

○自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所

　　大月市御太刀２-８-１０　　TEL０５５４-２２-１２９８

問
い
合
せ

会   場：ハイランドリゾートホテル２階　

　　　 バンケットホール『富士』

日　時：１１月３０日(水)　

           １０:００～１１:３０

　　　　参加無料


